
フォトニック結晶の応用に関する講演会、製品展示・デモのご案内 

 

日時：１１月２７日（金） １０：００－１６：００ 

   （講演会は，１３：００－１４：００） 

場所：物質・材料研究機構 千現地区研究本館１階 第１会議室 

講師：川上彰二郎先生（東北大学名誉教授、(株)フォトニックラティス社長） 

 

フォトニック結晶の研究と実用化で著名な川上彰二郎先生をお迎えして、講演会と応用製品の展示・

デモを行います。ご関心のある方はお集まり下さい。なお、計測器の展示・デモでは、日頃お使いの研

究試料等を会場に持参いただければ、その場で測定してデータをお渡しいたします。 

 

Ⅰ．講演会 

タイトル： 3 次元フォトニック結晶とその作製法・応用技術・応用製品 

日時：2009 年 11 月 27 日(金) 13:00－14:00 

場所：物質・材料研究機構 千現地区 研究本館１階第１会議室 

講演者らは、積層形 3 次元フォトニック結晶の自己形成法を開発し、その応用技術の開拓、ベンチャー

企業設立によるその実用化事業化を推進している。講演の内容は以下の通りです。 

・私のフォトニック結晶事始め 

・積層形フォトニック結晶の自己形成プロセス技術 

・製造されるフォトニック結晶の光学的機能 

・そのフォトニック結晶素子を用いた偏光イメージング、偏光計測システム 

・企業活動の紹介と経験 

 

Ⅱ．計測器の展示・デモ 

日時：2009 年 11 月 27 日(金)10:00－12:00、14:00－16:00 

場所：物質・材料研究機構 千現地区 研究本館１階第１会議室（講演と同じ部屋） 

 

内容：①、②に関しては、お持ちいただいた研究試料等の評価を行うことができます。 

① 複屈折の 2次元分布計測装置 

プラスチック、ガラス、フィルム、ワイドギャップ半導体などの内部歪み、欠陥、複屈折を 2 次元の

画像データとして数秒で取得・表示します。エレクトロニクス応用に限らず、燃料電池の高分子膜，太

陽電池の部材など、当初の予想を超えて広い範囲の透明材料の評価・診断に役立っています。お手元の

透明材料を観察されると予想外の内部歪み分布が見えてくるかもしれません。 5mm～10cm 程度までの透

明サンプルを試しに持ち寄ってください。 

 



② 高速スキャニングエリプソメータ 

フォトニック結晶型エリプソメータは測定系に回転駆動部がなく、瞬時に膜厚、屈折率等のデータを

取得します。この測定の高速性とワークステージの駆動をリンクすることで試料全面を短時間で測定可

能です（1分に約 1,000 点）。実物をご覧いただき、その実力をご確認ください。 

 

③ パタン化フォトニック結晶チップ 

パタン化フォトニック結晶は光ビーム等の偏光状態を高い自由度で操ることができます。研究者一人

一人のアイディアを活かす新たなツールとしてカスタム試作・製造が可能です。実物を確認いただき、

アイディアを実現してください。 

 

製品の詳細は http://www.photonic-lattice.com/をご覧下さい。また、お持ちいただく被測定試料の

条件等については info＠photonic-lattice.com（担当者 佐々木）にお問い合わせ下さい。 

 

 

問合せ先：量子ドットセンター 迫田和彰 

TEL 029-860-4184 

e-mail sakoda.kazuaki@nims.go.jp 
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